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結言
◼ 一定荷重試験において提案手法を適用し、推定対象とした荷重が一定の値に収束することを確認した。
◼ 一定荷重試験において本手法を適用するにあたり、荷重のみを推定した場合よりも、荷重並びにHAZ部のクリープ係数を推定した場合の方がたわみ角およ

びねじり角の再現度が向上した。
◼ 変動荷重試験において本手法を適用した結果、変動前後の荷重並びに境界条件の位置を推定した。推定結果は実験の角度の履歴を良好に再現した。
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求めたヤコビ行列によって全てのパラメータを更新
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境界条件の位置
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発電プラントの保全

変動荷重時の角度の履歴を再現
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角度の履歴の推移

配管の状態を精度良く再現する方法の確立が急務

提案手法は荷重、クリープ係数の同時推定が可能
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